
公開講座実施要項 「高大ギャップを埋める高大接続教育」高校生の悩みを解消！
令和４年12月実施　大阪大学 Z-sce分子生物学実習
学びを生きる力に変える　科学的キャリア教育　「ｼﾞｬｲｱﾝﾄｲﾝﾊﾟｸﾄ」
～科学や思考をエンジョイし、若者に感動と生きる力を与える生命科学教育～（リアル対面）   220723
実施期間　12月25日27日28日　[オンライン事前指導受講必須]　　※日本最古の高大接続教育　２７年目 ５０回目の実施です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　           http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/kojitsu/DNA/index.html　　　　実施主担文責　吉本和夫　
　
主催：大阪大学大学院理学研究科　生物科学専攻　　※公開講座ＨＰ https://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/
実施主担当者（実習窓口・連絡先）：吉本和夫　Email: yosimoto@bio.sci.osaka-u.ac.jp
実習実施団体名  Z-sce（ゼット・シー）　⇒　http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/kojitsu/Z-sce/
　大阪大学　高大接続教育origin×科学的キャリア教育実践団体

　２０年以上前から始まった日本最古の高大接続教育　origin

　　　　高校生から大学生・院生までを教育する総合的な教育システム 

　　　　遺伝子組換え実験などを通じて純粋に実験や思考を楽しんで、科学の世界の社会人基礎力をしっかり学びます！

　求めるものは生きる力  Zest for living　

　日本で唯一の科学的キャリア教育　Scientific career education　

　　　　「今何のために勉強しているのかを考えさせるための教育」

　　　　「いかにすれば学びを生きる力に変えることができるのか」という教育の本丸に迫るのは、本実習だけです！
　「思考のプロセスを徹底的に追いかける」ことで　思考を楽しむ力　に迫るのが阪大Z-sce実習です。

優れた阪大生院生チューターと　実験や思考のキャッチボール　を楽しでください！
※参加高校生の声は以下のＨＰでご確認ください。http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/kojitsu/DNA/index.html#student_reports
　この実習は、「高校と大学の理想的な接続」を可能にすることのみならず、若者達に潜在する科学的能力や学ぶ意欲を引き出し、実社会のニーズに応える科学技術人材育成を可能にするための「科学的キャリア教育高大連携システム」でもあります。よって、本実習では、科学的思考のプロセスを重視して、現実の実験科学の世界の中で自己の能力を知り、その自己適性を考える機会を与えることによって、今後の主体的な人生展開を可能にしています。また、分子生物学に留まらず幅広く科学の世界に通じる科学的思考の過程を追い、適性を考えていくので、物理・化学系や工学系などの非生物系各分野への進学を考えている方々にも効果的なキャリア教育となっている。

[参考]化学2002年２月号pp35～40：理科教育の再生への道のり―高校と大学の連携教育によって得られるもの 　　  　　  
化学2002年９月号pp40～44：若者に感動を与える実験授業を！―高校生が大学で体験する分子生物学実習を例に  
１．実習概要　遺伝子組換え・電気泳動・形質転換・生徒立案何でも面白実験
全体発表会・キャリア教育訓話・思考を楽しむ方法・阪大研究披露など
 　 大阪大学で、遺伝子組換えなどを３日間延べ２４時間以上かけて行う。この実習の内容は、ＤＮＡの制限酵素処理・再結合処理・形質転換・抽出・電気泳動分析・ゲノム分析などとなっている。また、この実習は、オープンキャンパスのような大学説明会ではなく、単に、大学生活の話を聞いたり、施設を見学して回るようなものではない。つまり、高校生が大学における実際の研究者の生活を３日間かけて実体験して、実社会を知り、自己を見つめ、自己の適性を考えるためのものである。
２．目的　「科学や思考を楽しむ力を育成し、今何のために勉強しているのかを考えることによって学びを生きる力に変える」
「高校生が人生を変え、大学生が院生を超える!」＝ 科学や研究への意欲に点火させる「二段ロケット」
　この実習は、単に科学技術を体験することのみを目的とせず、遺伝子組換えなどの分子生物学実験やこれらの実験に関する小問を通じて、結論を急ぐことなく科学や思考をエンジョイしながら、生命の本質に迫る。市販の実験キットは一切排除し、極力すべての実験手順・操作を体験させ、その意義を考えることによって科学の本質に迫り、「わかるということ」が一体どういうことなのかを学ぶ。また、実験結果をもとに科学的思考過程（情報活用）の実践的トレーニングを行うが、「科学的思考とは何か」からはじめ、問題発見、仮説の設定、検証実験立案・実施、問題解決、未知への挑戦などを実地体験しながら、純粋に実験や思考を楽しみ、科学の基礎基本をしっかり学びます。
本実習では自然科学の世界に入り若者達は多くの苦難を乗り越えていくことになるが、この過程で「大きな感動と衝撃」(ジャイアントインパクト)を与えられることによって、科学への意欲、明日への希望や生きる力を育み、「今何のために勉強しているのか」をあらためて考えさせ、自らの力でその答えに到達させる。また、いち早く現実の大学生活や研究現場を実体験させることによって、より正確な進路選択を可能にする「科学的キャリア教育」である。さらに、高校生を指導する大学生は、長時間の指導や準備を行うため多くのことを学び、劇的な成長を遂げ、院生をも超えてしまう。中だるみした大学生活に活を入れ「大学に何のために入学したのか？」を今一度再確認し、科学や研究への意欲に再度点火させる「二段ロケット」のような役目を果たす。
　理科教育や高大接続教育のノウハウを伝えるために研修者の受け入れも行う。高校生と一緒に実習を体験しながら、高校生が３日間でどのように変化していくかを見ていただく。これは、単なる教員研修とは異なり、高校生の存在する教育現場での実地研修となり、さらにレベルの高い成果が期待できる研修でもある。
３．対象  阪大SEEDS生　大阪教育大附属高校　鳥取県立鳥取西高校　など　
  その他　高大連携研修者(教員・研究員など)　  合計約３０名
４．日程 令和４年12月25日27日28日(９時～１９時過ぎ) ＊事前学習あり(事前提出課題・オンライン事前指導)
５．場所 大阪大学理学部本館２階生物学生実験室ｂ２３６など  
６．指導者   指導者   大阪大学大学院理学研究科 吉本和夫（全体進行・解説）　　　　　           
大阪大学の教員・学生・院生(高校生の時に実習体験した者も含まれる)
７．交通   地下鉄御堂筋線：梅田～千里中央（約２０分）→南改札口から南へ徒歩約５分→
           大阪モノレール：千里中央～柴原（約５分）→進行方向へ徒歩約５分
８．持ち物   配布実習書・生物図録・化学図録・ノート・筆記用具・交通費・昼食・不織布マスクなど
実習書のｐｄｆHPサイト　実習書ver.16_web.pdf (osaka-u.ac.jp)
９．参加条件（申込書内容などによる事前審査があります）参加には保護者の承諾同意が必須で、学校参加は各校引率教員必須。
    ① ３日間の全ての実習に必ず参加・履修できる方。「遅刻早退」は認めておりません。
    ② 実習終了後、この実習に関する感想文(1000字程度)・アンケート・事後提出課題をWordﾌｧｲﾙで提出できる方。
    ③ この実習に必要な予備知識(遺伝子[ＤＮＡ]・酵素[タンパク質]・ラクトースオペロン)を学習するオンライン事前指導を受講した方。　
本実習は３日間、朝は早く晩は１９時３０分ぐらいまで行いますので、実習内容のみならず体力的にもかなりハードですので　　
無理のできない方、また集中力の続かない方の参加は認めておりません。
　　④ コロナ対策については、大阪大学の定める感染予防策を遵守し、本実習の指示に従っていただける方。
10．修了証書授与  　
　　３日間の全ての実習に参加・履修し、感想文・アンケート・課題を、提出した方には、修了証書が大阪大学から授与される。
11．アンケート結果・感想文から見た本実習 　　
  『あなたも、この実習に参加して、人生を変えてみませんか？！』　逆に、人生を変えうる実習であるということは、いい加減な姿勢での参加は高校生にとって極めて危険ですのでご注意ください。　
  ＜客観式アンケート（ほとんどの参加者が支持した事柄）＞
　「思考するのが楽しくなったら違う世界が見えてきた」「感動に値するものであった」「科学や探究をエンジョイでき、そのおもしろさを知った」「学んだことが今後の人生に役立つ」「３日間という実習期間は適当または短すぎる」「進路選択を行う上で役立つ」「実習参加目的を満足させるものであった」「この実習を今後も続けるべきである」「現在または今後の人生に大きなインパクトを与える」
   ＜先輩達の感想文によく出てくる文章＞
  「勉強のやる気が湧いてきた！」「何か無性にやる気が出てきた」「何のために勉強しているのかがわかった！」「自分もあのような生き甲斐ある人生を見つけたい」「私の人生変わったと思います」「難しいけど面白い」「思考が楽しい」「考えることの大切さを学んだ」「失敗から多くのことを学んだ」「変な結果の方がかえって面白い」「班で結果が違っていてよかった」「実験・結果・データに対する姿勢を学んだ」「パワーをもらえた」「私も将来こんな人間になりたい」「自分の人生史に残るものすごい経験」「僕の人生の中で最も充実した期間だった」「自分の視野が狭くて考えも浅い」「感動が人を動かし　出逢いが人間を変えていく」「将来自分もチューターになって高校生を指導したい」
※　今回も例年通り、文科省・ＪＳＴ（独立行政法人科学技術振興機構）などの参観者があります。
　　その他、ご参観ご参加など希望がございましたら、ご遠慮なく吉本までお申し出下さい。
※　文科省ＪＳＴ ＳＰＰ事業紹介ビデオ　ＤＶＤダウンロードサイト
大阪大学分子生物学実習「科学や思考をエンジョイし、大きな感動と生きる力を与える生命科学教育・ジャイアントインパクト」
ＪＳＴサイエンスチャンネル→～サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト～感動と生きる力を与える分子生物学実習

http://www.jst.go.jp/cpse/spp/module/movie.html  （SPP取組紹介動画平成18年）

“実習の最後には、高校生も大学生も涙！涙！それはなぜでしょう？体験すればその理由がわかります。”
実習計画・日程
  　３日間で行う。（１２月２５日２７日２８日）
　参加者合計　約３０名
　原則　１班は４人として、８班制とする。
　　　   [注]各班に、大阪大学などの学生指導者(チューター)がついて個別指導に当たる。
＜事前指導（オンライン実施）＞ 
ＤＮＡ(遺伝子)とタンパク質(酵素)の構造と働きについて
遺伝子操作の基礎知識・オペロン説などの説明　諸注意　問１・２・４　　　[注]生命科学教育吉本コンテンツ使用
実習書本文１８ページまで目を通す　小問は宿題　事前に考えてくる  実習中に解答を求める
　[注]問８は、対照実験３つを考え班別にまとめて下さい。１日目の昼休み後に、班別解答用紙の提出を求めます。
主要実習会場：　大阪大学理学部本館　２階　生物学生実験室　ｂ２３６  
＜１日目（１２月２５日）＞　２階ｂ２３６集合　　　　 　　
                                                         　
（１）挨拶・訓話・諸注意（於：２階ｂ２３６）   　 ９時～１０時１０分
　　　実習概説・遺伝子組換え実験心得・基本操作確認　　
（２）プラスミドＤＮＡ（ｐＵＣ１１９）を制限酵素処理してから電気泳動する 
                 ① 反応液調製　　　  　　　　　　１０時１０分～               
                 ⑤ 泳動用ゲル作製　　　  　　　　　　　　　　～１１時３０分         
                 ② 酵素処理　　　　　　　　　　　１１時３０分～１２時３０分（昼食）       
                 ⑥ 電気泳動開始まで　　　　　　　１２時３０分～１３時１０分         
                 ⑦ 電気泳動　　　　　　　　　　　１３時１０分～１４時   
                 ⑩ 電気泳動写真撮影　　　　　　　１４時～１４時４０分   
                 ⑪ 泳動パターン分析→問５・７　　１４時４０分～１５時２０分 
                 ⑬ 泳動パターン分析全体会議　　　１７時４０分～１８時 
（３）ライゲーション（ＤＮＡ再結合）　　    
                 ③ 反応液調製　　　　　　　　１１時～１１時２０分
                 ④ 酵素処理                  １１時２０分～１６時頃
（４）形質転換（ライゲーションしたＤＮＡを大腸菌に入れる）    ※生命科学教育吉本コンテンツビデオ解説
                 ⑧ 大腸菌形質転換簡便法解説・問８  　　　　　　　　　　１３時１０分～１３時４０分
　　　　　　　　 ⑨ 菌液２０倍希釈から培養・集菌まで　　　　　　　　　　１３時３０分～１５時２０分
12 集菌からスプレッドまで・大腸菌顕微鏡観察　  　　　 １５時２０分～１７時４０分
· 遠心室遠心機集菌実演[２グループに分かれる]（ｂ２３６）

（５）1日目実験結果分析・2日目への思考課題　　　　　　　　　　　　　   １８時～１９時頃
　　　　結果を予想！　科学的な心の眼を養う 

観察 → 情報活用 → 問題発見 → 仮説設定
＜２日目（１２月２７日）＞　　２階ｂ２３６集合　　　　　　
　＊阪大コロナ対策のために２日目の実習内容が変更になる可能性があります。
（６）形質転換体コロニー観察及びここまでの設問の解説・ゲノム分析   ９時～１２時

① 問６・７発問→解答・解説　  ② 問３発問→解答・解説　  ③ ヒトゲノム計画など先端科学がもたらすもの

④ ビデオ解説　  ⑤ コロニー観察・カウント：問８結果分析　　⑥ 問９・１０発問→解答・解説    

※追加課題：班別提出→解答・解説→検証実験計画立案→結果予想→実験実施

（７）阪大理学部生物科学科先生の講演（於：Ｄ３０３）　１３時～１４時
（８）形質転換体コロニー植え継ぎ・追加課題・制限酵素ＣＧなど　　　　　１４時～１７時
　　　生徒何でも面白実験「　thinking　time　」 目指せ！おもしろ大発見!?  ”ふとした疑問から生まれる 新事実!?”
ー問題発見から仮説設定、実験計画立案などすべて自分たちで考えてやってみよう！ー
（９）２日目まとめ解説　実習３日目の前説　　１７時～１７時４０分　

（10）ここまでの実験結果分析・実験のミステリーに迫る追加課題！ 副賞授与もある！　　１７時４０分～１９時頃
「何故こうなったのか？」を思考し原因について、仮説をたてる　　
＜３日目（１２月２８日）＞　　２階ｂ２３６集合　　　　
（11）プラスミドＤＮＡの抽出（形質転換した大腸菌からＤＮＡを取り出す）　　　　　９時～１１時
（12）抽出したプラスミドＤＮＡを制限酵素処理してから電気泳動する 
            反応液調製　　　  　　　　　　　１１時～１１時４０分         
            制限酵素処理　　　　　　　　　　１１時４０分～１２時４０分（昼食※班別時間差）
            電気泳動開始まで　　　　　　　　１２時４０分～１３時３０分         
            電気泳動(面白実験結果分析)　　　１３時３０分～１４時２０分 
              前説（問１１・課題１遺伝子地図作成法）　１３時２０分～１３時４５分
            電気泳動写真撮影　　　　　　　　１４時１０分～１４時４０分※班別時間差  
（13）泳動パターンの分析会議・生徒発表会 　 １４時２０分～１８時４５分
          ；まず、各自で分析し、班別会議後、全体発表会で各自の結果の発表・説明、追加課題発問
（14）修了証書授与式・挨拶  　　　　　　    １８時５０分～１９時５０分
　　　　事後指導キャリア教育最終訓話（講師・院生・学生）・高校生謝辞・アンケート配布　    　
     ※３０分前後遅れることが予想されますので、ご留意下さい。
☆☆☆　最後に　生徒感想文からわかった

なぜ　本実習において「学びを生きる力に変える」ことができるのか？
を入れておりますのでご覧ください。
たった３日間で「高校生が人生を変え、大学生が院生を超える！」　＝ 勉強や研究への意欲に点火 

本実習は　高校生から大学生・院生までを教育する総合的な教育システム　です。 

本実習の命　は　日本一の学生チューターです！ 

本実習は、大学生院生をきらきら輝き生きる力に溢れた若者にする教育です！ 

思考が苦痛から楽しみに変わった時、人生が変わる！ 

楽しい思考は疲れない。いつしか勝手に思考していた！そして自分の中に光が見えてきた！ 

『　考えることが好きになった私はこれからもっと学ぶことが好きになると思います　』 
＜高校生感想文から＞
『チューターの方々は私の憧れと目標になりました。こんなに目が輝き、生きる力に溢れた大学生に私は今まで出会った事がありません。私もこんな大学生になりたいとこれ程強く思ったのも初めてです。実験に対する姿勢、科学に対する思いなど見習うべき点が多くあり、ただただ尊敬するばかりでした。そんなチューターの方々を見ていると、自然と勉強しようと思えるようになり、生きる力が湧いて来るのです。』 

『初めて心の底から生きていてよかったと思えました　「人間ってこんなに変われるんだっ」と声が出るくらいこの阪大実習の前後で私は変わりました』 

『すごくつらかったです。でもわかったとき、自分でもなんでかわからないけどすっごく感動して、チューターさんに「今の感覚大事にしてね」と優しく言ってもらったとき、急に泣きそうになりました。というかちょっと泣きました。あの時は本当に感動しました。参加できて本当によかったです。その大きな理由は、チューターの皆さんにであえたことです。』 

『私は今，ｉＰＳ細胞を山中教授が作ったというニュースを聞いたときよりはるかに大きな衝撃をうけている。この実習に参加し自分で答えを考える事ができたという達成感から来る衝撃だ。この大きな大きな衝撃は，しばらくの間私の頭から離れることはないだろう。そして，この３日間は私の一生の思い出だ。思考というものが，こんなにも楽しいものであると気づいたことは，大きな発見だからだ。実習を終えた私には考える力が身についた。そして，確実に人生が変わったと言える。』 

『こんなすばらしい実習に参加することができて私は幸せだ。しかし，この実習がなくなってしまう可能性が高いと聞いた。そんな事があっていいはずがない。この実習は，私たちのような高校生に生きる力を与えるために必要なものだと思う。私が受けた大きな衝撃と感動を，後輩にも伝えたい，こんな難しそうな内容が，全部理解できるということを生きていくための自信にしてほしい。この経験で，私は今「何だってできるんだ!」という自信に満ちている。』 

『冬休み前に突然，何のために勉強しているのかわからなくなったのです。目標があることには変わりないけれど，その目標は本当は何の意味もなさない，ガラクタのように思えました。成績も落ち，勉強が面白くなくなっていた時にこの公開講座に参加できたことで，私はもう一度考え，発見し，学ぶ楽しさを感じることができたのです。この講座を年に２回開くことはとても大変なものでしょう。しかし私のように，何のために勉強しているのかわからない高校生のために公開講座を開き続けてあげて下さい。そして，もっと多くの参加者を受け入れてあげて欲しいです。』 

『私の心に一番残った言葉は“人間は人を喜ばせなければ生きていけない”というものです。人間は人の笑顔からエネルギーを得てそれを原動力とする生き物なんだとわかりました。私も将来誰かを喜ばせてあげられるように、そして他人の喜びが自分の原動力なんだと胸を張って言えるように、人間らしく、日々努力していきたいです。将来には不安がいっぱいだけど、希望とかやる気とかいうものは他人から与えられるものじゃなくて、自分の内側から生み出すもの。でもその原料には人と人のつながりが必要なんだ、と思えるようになったことが大きな収穫だと思います。』 

＜科学的キャリア教育連携活動必要要件・実習理念　吉本　1206＞　

１）実社会との格差（違い）、未知への挑戦を見せつける　
実社会(科学の現場)が行っている未知[未解決の難問題]への挑戦を実地体験させ、高大ギャップを埋める

未知へ挑戦するための基礎学力として、高校までの学習が必要不可欠であることに気づかせる

　　　　「高校理科の対象は、problems（既知）であり、大学からのサイエンスの対象は、issues（未知の世界への挑戦：未解決の難問題）である」という高大格差を実体験し大きな衝撃と学びを与え、未知の挑戦への意欲を育む。また、未知へ挑戦するための基礎学力として、高校までの学習が必要不可欠であることに気づかせるために、高校までの学習内容を活用して思考させるように実習内容を工夫する。「高校までの学習は、野球の素振りのようなもの」（参加高校生感想文の言葉0712より）
２）自己を知り、実社会を知り、進路適性を考える機会を与える　　

　　ぎりぎりの厳しい科学的状況に高校生を置いて、科学の世界に挑戦させる

　　「一生懸命」やらざるを得ない状況において見えてくる自己の能力・限界・適性を知る

　　特定の分野への適性に留まらず、広く理系分野に通じる適性（科学的思考や未知の世界への挑戦が楽しい！）を意識した実習を行う
高校生に井の中の蛙であることに気づかせ、実習後も自らが主体的に実社会を知るため努力や、自分がどんな能力

があるのか、ないのかを知るための努力をしていくように促す　　

自己を見つめ、将来の進路と自分の適性を考えるきっかけを与え、今後、自分で進路適性について判断していけるように導く。実社会への自己の適性はいかにして判断できるのかを実地体験の中から学ぶ機会を与え、自分で職業選択できる能力を養成する。今の「一生懸命」によって、自分を知り、自分の明日が見えてくることに気づかせたい。
３）苦難を乗り越える経験を与え、現場の研究者の研究に取り組む真剣な姿勢を見せることで「生きる力」を生み出す
苦難を与え、苦難に一生懸命取り組ませ、苦難を乗り越える経験を与える　
自己の存在価値に気づかせ、明日への目標・生きる力を与える　

「今何のために勉強しているのか」をあらためて考えさせ、自らの力でその答えに到達させる
　　　　苦難を乗り越える経験を与え、人生を変え、自分を変え、そして、明日への生きる力を与える。現場の研究者の研究に取り組む真剣な姿勢を見せ、生き甲斐を持って生きる人生の素晴らしさを知り、「今何のために勉強しているのか」という問に対する答えに気づかせたい。（憧れ目標の設定）
「今何のために勉強しているのか」→受験のためだけではない！→将来、生き甲斐ある人生を得るために！

→未知の世界（issues）のおもしろさに興味を持つことが、受験の妨害ではない！
むしろ、未知への挑戦するためにも必要となる高校での学習へのモチベーションにつながる。

「今何のために勉強しているのか」ということを自分で理解するということが、受験を制することにもつながる。

逆に、受験のみのために勉強している者は、実はもろい！　
→適正な進路選択をもとに「勉強する目的」をいち早く見つけた者が勝つ！（キャリア教育の本丸）
４）科学的思考過程（情報活用）の実践的トレーニングを行う(観察→問題発見→問題解決)
　　「本当に楽しいと思うにはその本質に向き合うことが大切です」（参加高校生感想文の言葉0808より）
→「では、本質に向かい合っている理科教育や実験とはどういうものであるのか？」

→単なる丸暗記、単なる体験学習ではなく、「実験結果や観察から気づいたことをもとに思考しながら理解し、評価する」（起承転結の重視徹底）
実験結果をもとに科学的思考のプロセスを追い、その実践的トレーニングを行う

　　実験内容に関する多くの小問を入れて、結論を急がず思考をエンジョイさせる
　　「おかしいぞ！なぜだ！そんな馬鹿な！」という高校生が味わったことのない発見の喜びを体験させ、自然界からのメッセージを受けとめる「科学的な心の眼」を育てる

　実験、思考を繰り返しながら、「わかるということ」が一体どういうことなのかを学ぶ
　　　　「思考とは何か」から学び、科学の現場で行われる実験中や実験のあとに行う、科学的思考「観察→情報表現・整理→問題発見→情報活用→仮説の設定→検証実験立案→結果予想→実験実施→結果分析評価→問題再発見→問題解決」の重要性と楽しさに気づかせる。そのために、実習書の中に、実験内容に関する多くの小問を入れて、思考させる。小問は、１）一人で考えるものから班で考えるもの、２）時間制限を与えゲーム感覚で考えさせるもの、３）答えがまだよくわからない未解決の難問題など思考したくなるように配慮する。特に、生徒に観察・思考させて、「何か不思議なことに気づかせ、これはおかしい！なぜだ？」という問題発見から科学的思考へと導きたい。そのためには、結果を予想させ、その通りにならない実験を必ず入れておく必要がある。また、班によって個人によって結果が異なる実験を入れておく。「なぜだ？何が成功で何が失敗かがわからない？」という状況を作り思考探究心に火をつける。場合によっては失敗させてその原因を追求させるのもよい。失敗から多くのことを学ぶことができる。「失敗してからがサイエンス」であり、「未知との遭遇、未知への挑戦こそがサイエンス」であることに気づかせる。科学にとって何が失敗で、何が成功かがわからない。「むしろ失敗した方が楽しく、成功しすぎるとおもしろくない」ことも知る。
誰も気がついていなかったことに気付いたときの喜びは、サイエンスにはまる第一歩になる。そして、科学者は、明日は、もっとすごいことを発見し、先輩や後輩達に伝えたいということで、今日も実験研究に励むことになる。他者を喜ばし驚かせたいという心が科学者を成長させていくことに気づかせたい。
５）社会貢献への意欲を育む
キャリア教育の基本は、社会貢献。「他人を喜ばせることで、自分の心は生き返る」（参加高校生アンケート文の言葉0808）
「今何のために勉強しているのか」→受験のためだけではない！ 

→将来、生き甲斐ある人生を得るために！→社会貢献し他人を喜ばせるため！
チューターに助けられながら苦難を乗り越えることによって、人を助けることの大切さとその意義を学び、社会貢献への意欲を育む。人を喜ばせることで自己の存在価値を再確認し、明日への生きる力を得ることができることを知る。
６）思考のキャッチボールを体験させる
組織で考える思考のキャッチボールを行わせ、他人との協力によって別の世界が見えてくることを体験させる

気軽に質問できるシステムの中で、チューターや友人などと思考のキャッチボールをしながら、難問題を解決し、理解していく
実習中の思考に関するルールを徹底して守らせ、他人の思考を妨害しない
　　　　実社会では敵対的でなく協調的な他人との思考・議論が求められ、その強調力が一個人の思考に勝ることがあることを教える必要があるが、教育現場ではそのような機会はあまりない。「思考のキャッチボール」は若者達にとって、初めての快感、喜びとなるであろう。
７）発表・プレゼンテーションを体験させる
発表する機会を与え、自己のビジョンをしっかりプレゼンテーションできることの大切さと喜びに気づかせる

　　　　人前で発表する機会は教育現場ではほとんどない。苦難を乗り越えた結果を発表できる喜びをもって、普段苦手としていることをも容易に可能となる。そして、自己の考えをしっかりプレゼンテーションし、また、他人のプレゼンテーションを理解できることの喜びを知る。
８）感動と衝撃によって自分が変わることを実感させ、意思決定能力を育む
：なぜインパクトをもって伝えたいのか？「感動と衝撃」が決断力を生み出す！
実習内容・研究紹介・講義・人物・研究機器などすべてが感動の対象であり、「感動の対象に足るもの」になっているかを検証する
　　　　実習には、「自然科学からの感動」「難問題克服からの感動」「人間からの感動」の３種類の感動が必要。
特に、感動の対象となるチューター(大学生・院生指導者)は、実習の命であり、優れたチューターを育成し、この実習の目的や意義及び留意点を理解させ、正解を言わないで生徒自らが正解にたどり着くまで誘導できるように教育する。
　　　　「感動の対象」であるチューター選びも重要な問題　→不適格者は採用しない
　　　　　　[採用の基準]　①サイエンスや実験が好き　②基礎学力がしっかりしている

　　③この実習の趣旨を十分理解している　④高校生に感動を与えるのに十分な人材である
９）参加申込書や事前・事後指導のアンケート調査などを充実する
事前アンケート調査を充実することで、参加高校生にとっての参加目的や実施者にとっての実習目的を明らかにすることが必要である。また、しっかりとした事後指導アンケートで実習の評価を行い、目的達成度の確認を行う。さらに、生じた問題を解決するための対策改善案を検討し、さらなる向上を目指して次回の実習で教育実践する。

本実習では、参加申込書記入提出から教育は開始される。参加目的や参加姿勢がいい加減と判断される生徒の申込書は返却し再提出を求める。改善の見られないものは参加を認めない。

また、生徒にとって事後指導アンケートや感想文を書くことは、本実習で何を感じ何を学び、これからの人生に通じる何を得たのかを自らで整理することにつながり不可欠である。得たものを単なる知識ではなく、「心」に痛烈に刻み今後の人生に生かすためにも文章として残す必要がある。
10）しっかりとした事前指導・事前学習を行う
　しっかりとした事前学習を行い、実習を実り多きものにするための基礎基本を与える。思考は情報活用であり、基礎知識・情報がないと探究的実験で思考をエンジョイできない。最低限の知識をもとに実験結果を思考し、その結果からさらに次の一手を各班で思考し、追加実験をこの実習中に行う。そして、このすべての実験結果から何が言えて何が言えないのかを各班で考えて仮説とその検証実験をレポート化し提出させる。

また、事前指導では、参加者へ心構え・マナー・ルールの徹底を行う。特に、実習中の思考に関するルールを徹底して守らせ、他人の思考を妨害しないことを伝える。さらに、「やる気」や「生きる力」は与えられるものではなく自分の主体的な心から生まれるものであることを伝え、受け身的な姿勢での受講、居眠りなどいい加減な姿勢での受講を禁じる。理解できず達成感のないまま実習を終えると、ますます「自分が嫌い」になり生きる力を失うので、いい加減な姿勢での参加は高校生にとって極めて危険である。

[ルール]１．実習書本文(ｐ１～18)の11個の設問を通じて、結論を急がず科学や思考をエンジョイする。
    　　　　「まず、本文読み、問１～11まで自分で考えてくる。」  問２・４のみ事前学習で済み
　　　　　　　⇒①実習中に各設問の解答・解説を行うが、それまでは、結論を急がず、思考をエンジョイする。

②質問ＯＫだが、答えを聞いてはいけない。答えのチェックもＯＫ。ただし、個人的に申し出ること。その答えは、他言してはいけない。

③解説後は、わからない者は、徹底的に質問する。３日間かけて理解できるように努力する。「わからんでもいい→理解不可」解答解説済みの問題は、おおいに質問・相互教え合いをする。
２．発問　みんなにあてるのでしっかり考えよ　⇒確認・質問ＯＫ各チューターへ

３．実験前に結果を予想する→予想通りに行かない・予想ミス・失敗もある
　　　　　　　　　　　　→なぜだ？　そこには必然・原因  実験からのメッセージ
　　　　　　　　　　　　→失敗してからがサイエンス・人生→高校現場では、失敗する余裕なし
　　　　　　　　　　　　→ここにはゆとりあり・やり直しあり・思考のキャッチボールあり：質問・教え合い
　　　　　　　　　　　　→友人同士・チューター・先生との交流
→難しいけど投げないで頑張って考えて→多くの学び・感動を得よう

実習書のｐｄｆHPサイト　実習書ver.15-2.pdf (osaka-u.ac.jp)
☆　事前指導・事前学習についての各校へのお願い　

事前指導・事前学習については、例年通り、以下のようによろしくお願いします。
　　事前学習では、実習書の問２と問４のみ解答解説をそちらで行っていただきますが、その他の小問は、当日まで考えてきなさい程度で終わって頂き、解答解説は実習中にこちらから行いますので、そちらで絶対に解答解説を行わないで下さい。
　　また、事前学習での解説は、遺伝子(ＤＮＡ)とは何か[セントラルドグマ]・オペロン説・タンパク質(酵素)の構造と働きなどを含めて実習書の９ページまでのところをしっかり行って下さい。１０ページ以降は簡単に触れる程度で結構です。
いずれにしても少なくとも、実習書本文１８ページまでは、必ず読み、全小問を考えてくるようにご指導下さい。生徒の皆さんにあてて答えてもらうことになっていますので、間違っていてもよいですからしっかり自分で考えて、何らかの答えを用意してきて下さい。なお、問８の解答用紙をメール添付ファイルで送信しますので、事前学習時に全員にお渡しいただき、当日１日目午後開始までに、班で１枚、吉本まで提出させて下さい。
　　それで、生命科学教育吉本コンテンツ(事前学習用ビデオ)の活用法は以下の通りです。
　　なお、本コンテンツの内容・解説は、開発報告書に詳しく記載しましたのでご参照ください。
　　構成は、第１部コンテンツ①・②・③と第２部コンテンツ④・⑤からなっており、何かお気づきの点、修正アイデアなどを頂けましたら、修正に活用させていただきますので、ご意見、ご助言、ご感想頂ければ大変助かります。
第１部
遺伝子とは何か？「ＤＮＡとタンパク質の物語」
コンテンツ①　生命の本質を語る分子「ＤＮＡとタンパク質」 

コンテンツ②　タンパク質合成のメカニズム　
" タンパク質はどのようにしてＤＮＡの遺伝情報通りに合成されるのか "

コンテンツ③　遺伝子発現の制御のしくみ「ラクトースオペロン」　
　　　　　　　　　　" 遺伝子の働きとその働かせ方を学ぼう "

第２部
遺伝子操作を基本から学ぼう－実験に関する小問に挑戦してみよう！－
（ 実験マニュアルビデオ付き ）

コンテンツ④　大腸菌を用いた形質転換実験
" ＤＮＡは遺伝子の本体"（ 肺炎双球菌の形質転換 解説付き ）

コンテンツ⑤　遺伝子組換えを具体例で学ぶ
" 遺伝子組換え実験の各操作の意味を考える"（ バクテリオファージの増殖 解説付き ）

　
それで、第１部のコンテンツ①～③のみ　生徒にすべて見せてご解説よろしくお願いします。
　
なお、コンテンツ活用サイトを再アップしましたのでご活用は可能ですが、お入り用の際は吉本までご連絡ください。
サイトアドレスをお教えします。

　

11）しっかりとした事後指導・事後学習を行う
　キャリア教育の最終課題は、本実習から得た多くの学びをいかに「生きる力」に変えることができるかということである。そのために、実習の最後にまとめのキャリア教育最終訓話を必ず行い、生徒達にこれからどうしていくのか、具体的な示唆を与えることで、確実に「生きる力」に変える。
本実習には、優れたチューター(学生指導者)が高校生を３日間サポートする。そのチューターから受ける感動と衝撃は憧れとなり、将来の高校生の目標となる。１ヶ月以上前から休みを返上し、朝早く、夜遅くまで準備し、３日間指導しているチューター達の「心のエネルギー」が高校生に伝えら、高校生の「生きる力」となる。実習の最後にまとめのキャリア教育最終訓話の中でも、１ヶ月以上前から休みを返上し、朝早く、夜遅くまで準備し、３日間指導しているチューターに「なぜここまでして、この学生達はチューターをしているのか？」について生の声で語らせる。この発言が高校生にさらなる大きなインパクトを与え「キャリア教育」としての成果を決定づける。チューターとは単に知識を与えるのではなく、今の学生生活すべてを含めて「人間としての生きざま」を高校生に見せつけることで、高校生にとっての憧れとなり、高校生に「生きる力」を与えている。また、高校生が目を輝かせながら喜ぶのを見て、チューター達も嬉しくなり、明日への目標や「生きる力」を得ることになる。この実習では、参加全員が「嬉しい・楽しい・感動したい」を共有する場であり、思考のキャッチボールのみに留まらず「生きる力のキャッチボール」を行っている奇跡の空間である。

また、各参加校は、この実習の成果を念頭におき、今後さらにより充実した進路指導・進路学習を実施し、体験的情報収集活動を含むキャリア教育を行う。情報収集では、ＨＰなどの活用のみならず自らが研究室に訪問するなど、いろいろな分野の人々と直接話をして、その生きざまに触れる工夫を行う。宿泊行事や校外学習では、体験的な情報収集活動を組み入れることが望ましい。
　＜実習最後の事後指導キャリア教育最終訓話＞
３日間延べ２４時間に及ぶ壮大な生命科学特別授業サイエンスロマン。主役は高校生・チューターが命。
　楽しかったですか？やる気が出ましたか？ 元気出ましたか？
　科学や思考エンジョイしながら 科学や生命の本質に迫りましたが、どれだけの本質が見えてきましたか？ＤＮＡ・タンパク質が心の目で見えてきましたか？
　また、「科学的キャリア教育」ということで、科学的思考過程（情報活用）の実践的トレーニングを行い、科学の世界を実地体験して、問題発見・問題解決の喜びを味わっていただきましたが、どんな学びや発見がありましたか？また、皆さんの参加目的・期待に応えるものでしたか？事後指導アンケート・感想文に忌憚のない意見や将来につながる学びや発見を書いてください。
この実習は、実社会を知り、自己を見つめ、将来の進路と自分の適性を考えるきっかけを与え、今後、自分で主体的に進路適性について判断していくためのものです。

　この実習で、このように科学や思考エンジョイしながら「科学的思考や未知への挑戦が、面白くない、楽しくない、耐えられない」という方は、現在の段階で科学の世界に適性がないかもしれない。

　しかし明日の君はわかりません！明日、君が変われば向いてくるかもしれません！→今後のみなさんのやる気・努力で、変わることができるのです。あきらめるな！

　しかしもしダメで進路変更しても大丈夫です。　

　人間はいろいろな潜在的能力あり、どんな能力持つかは不明です。

　要はいち早く自分の能力を発見して、それを引き出すことが肝心。

　ではその方法は？？→「何でも一生懸命やってみる！」ということです。→そうすると、これは行ける、これはダメだという感じで、何に適し、何に不適かがわかるはずです→逆に「一生懸命」やらない、いい加減な者には明日は見えてきません！→自分を知らずしてどうようにして生きていくのか？！→とにかく、君達の「一生懸命」から、生き甲斐ある人生を見つけて欲しい！　

また、この実習では、皆さんは、井の中の蛙であることがわかったことかと思います。ただ、この実習は、サイエンスの一部の分野：実験科学の実習です。科学の世界はまだいろいろあります。今後、積極的に主体的に実社会を知る努力をしてほしい。
たとえば、「医師適性ミスマッチ問題」　「自分に適性があるのか？」自分に問かえよ！　情報収集では、ＨＰなどの活用のみならず自らが研究室に訪問するなど、いろいろな人々と直接話をして、その生きざまに触れることが大切。
　とにかく、「進路選択は自己責任」であり、他人の責任にはできない。自分が主体的に実社会を知り、自己の適性を判断し、適性の不完全なときは、努力して自分を変えることを心がけて欲しい。
この実習のチューターは、日本一のすばらしいチューターであるが、間違いなくこの学生・院生達は、将来の日本のリーダーとなっていくであろう。
しかしここで不思議なことはありませんか？「なぜ、大学生１～３年でなぜこれだけのことができるのか？どうしてこんなに院生を超えるぐらいに成長したのか？」
大学に入学後、無目的にボーと生きるのでなく→「何のために大学に入ったのか」「何のために今勉強しているのか」を十分に理解し、「やる気や目的」をもってしっかり生きているということです。
入試のみのために勉強をしていた人々は、何のために大学に入ったのかがわからなる５月病で目的を見失うケースが多い。とにかく、大学に入ってからが、実社会に出てからが勝負！
現代社会の鉄則「偽物は淘汰され、本物だけが生き残る」　
大事なことは、「自分は本物か偽物か」を常に問いかけながら生きる！しかし、100%本物も100%偽物もいないかも？長所短所あっての人間。いかに、長所を引き出すか？→君達の能力を引き出せる大学進学や就職を考えてほしい！人間は大化けするぞ！

それで、皆さんはこの実習でどんな能力が引き出されましたか？
このチューター達はここまで能力が引き出された。しかし、これで天狗になってはおしまいだ！阪大実習のチューターは出発点であり、ゴールではない。新しいゴールを目指して努力していかねばならい。成功してからの次の一手が問題！
この実習の命はチューター！    １ヶ月以上前から休みを返上し、朝早く、夜遅くまで準備し、３日間指導！  
ここでまた、大きな疑問が生じませんか？

「なぜここまでして、この学生達はチューターをしているのでしょうか？」
その答えは→「少しでもみんなに喜んでもらいたい・感動与えたい！」「チューターも楽しい・嬉しい・感動を得たい！」
  →他人を喜ばす→自分も嬉しい→自分もすごい！→それならもっと喜ばせたい→さらなる努力と成長へ
　→みなさんも社会に貢献・感動を与えられる人間になって下さい！

みなさんも一度他人を喜ばす体験を→自分もすごい！→人生は面白い！元気になれるはず！
　　逆に、今生きるのがおもしろくない人は、他人を喜ばしていないからではないか？！

→他人を喜ばす→自分もすごい！→自分の存在価値が確認→明日への元気・生きる力につながる

「生きる力」はどこから来るの？

　自分の存在価値を自分で自覚できるかどうか？

「生きる力」を失う方法！

「自分が嫌い」になる！ 

本実習でこだわってきた「人間らしさ」とは何か？[心・涙・言葉・努力・教育・・・]
最後に残された究極の人間らしさとは？→「人間とは、他人を喜ばさないと生きていけない動物である」

つまり、人間は有機物から得られる生活エネルギーのみでは生きていけない。

「心のエネルギー」を失っては生きていけない！この心のエネルギーは、単にお金を稼ぎ、美味しいものをたくさん食べることでは得られない。他人を喜ばすことによって供給される！ 

特に、自分しかできないことで社会貢献し、他人を喜ばせて生きる力を与えていただきたい。
これが、自分のキャリアアップや自分の生きる力につながる！

  「今何のために勉強しているのかを考える」こともこの実習の大きなテーマ

受験のためだけなのでしょうか？→もっと大きなもののためではないか！

未知の難問題へ挑戦する
→生き甲斐ある楽しい人生を得るために！→つまり、他人を喜ばせて「心のエネルギー」を得るため！
「他人を喜ばせることで、自分の心は生き返る」（参加高校生アンケート文の言葉0808）
未知の世界（issues）のおもしろさに興味を持つことが、受験の妨害ではない！

むしろ、未知への挑戦するためにも必要となる高校での学習へのモチベーションにつながる。

「今何のために勉強しているのか」ということを自分で理解するということが、受験をも制することにもつながる。

逆に、受験のみのために勉強している者は、実は受験にももろく、人生に通じる生きる力を失っている！ 

→適正な進路選択をもとに「勉強する目的」をいち早く見つけた者が勝つ！
これからも本実習で学んだこと、感じたことをしっかり活用して高校生生活を送ってください。
＜参加高校生感想文より我々が得たもの＞

「本当に楽しいと思うにはその本質に向き合うことが大切です」（参加高校生感想文の言葉0808）
この阪大実習の目的の多くは、サイエンスや思考をエンジョイすることを通じて、若者を元気にし「生きる力」を与えることにあります。

「３日間という時間は私の人生の中の時間では，ほんの一瞬の時間に過ぎない。だが，この３日間は私の人生全体に，ジャイアントインパクトを与えた。毎日繰り返される時間をただ過ごしているだけの私に，生きる力を与えてくれた。そんな３日間だった。ただ生きるのではなく，自らが主体的に動き，自分の力で人生を動かしていくことを学んだ。」「終わった次の日はずっと実習に行きたいと思っていました。自分の中でこの実習は思い出にしたくありません。どんなときも、この実習があったから今の自分があるのだと思いたいです。私にとってこの経験は体の一部です。全てのことが今後の自分を大きく変えました。」
これらの感想文にあるようにその成果が述べられております。

また、高校生の生の声には厳しいものがございます。この若者達の悲鳴のような声を真摯に受け止めなくてはならないと考えます。

「最初は科学をやってどんな感動が得られるんだろうと不思議な気持ちでした。」「日頃，１人で考えることをあまりしない私にとって，１日目に言われた『思考をエンジョイする』ということは最早，未知の世界でした。正直，考えるのなんてどこが楽しいんだろうと実習前まで私は思っていました。」「今まで、理科で本当に頭を使って考えるということはなかった。授業・実験すべて教科書に載っていること機械みたいに進んでいくという理科しかやったことがなかった」「思い通りの結果が出れば成功，出なければ失敗と決めつけるだけのつまらない実験をやってきたんだと今になって思いました。」「授業では元から教科書通りの答えが出せるように考えられた実験を、直前に配られたプリントに沿って行なうだけです。その方がやる側としては苦手な立案をしなくて済むのは楽ですが、結果が分かっている以上そこに「ジャイアントインパクト」はありません。」「考えている間、理由なんてなんでもいいやん、と放棄したくなって、考えることの難しさや普段勉強しているときに自分はあまりじっくり考えていないのではないかと気づきました。」「高校の授業では理由はわからないがとりあえず覚えておこうという事が度々あります。」
参加高校生のこれらの文章が日本の理系進学希望の高校生の現状を如実に示している。「科学をやって感動できるはずはない、思考のどこが楽しいのかわからない」などと思っている生徒達は、理科の勉強も実験も受験のためにやってきたのでしょう。しかし、この実習を終えた今、「本当に楽しいと思うにはその本質に向き合うことが大切です」（参加高校生感想文の言葉）という当たり前のことではありますが、日本人が過去に捨て去った真実に高校生自らが気づくことになります。つまり、学校での理科教育や実験は、本質に対し真剣に向かい合っていないから楽しくないと気づいたということです。では、本質に向かい合っている理科教育や実験とはどういうものであるのか？それは、高校生の本実習と他の実習を比較した以下の感想文などの中にしっかり示されている。

「この実習では、観察→問題発見→情報活用→仮説の設定→検証実験立案→問題解決を行い、仮説と異なっていればそこから新しく検証実験の立案から繰り返す、これが本当の実験だと思いました。」「他の大学などへ分子生物学の実習に行ったことがありました。しかし，そこで体験した電気泳動や遺伝子組み換えの実験では，実験の内容や意味をほとんど考えず，ただ黙々と指示通りに行動していただけでした。その結果，電気泳動で出てきたバンドや，遺伝子組み換えをされて光るようになった大腸菌を見ても，感動や感激と呼べるようなものはあまり感じられませんでした。しかし今回の実習では，遺伝子組み換えの原理から，操作や試薬の意味までひとつひとつ，チューターさんのヒントを頼りにグループの人達と推測し，思考を重ねることで，理解を深めながら実験を進めて行くことができました。分かったことが増えていくたびに，分からないこともどんどん増えていきましたが，それらひとつひとつを理解できた時の感激は，今まで味わったことのないものでした。」このようにノーベル賞の光る大腸菌も本質を見失い真の感動や学びには至らない危険な教材となることを忘れてはならない。
思考問題を実習の途中で入れて思考を楽しませ、あえて間違わせて「なぜだ？そんな馬鹿な！」から「なるほどそうい

うことか！これはすごい！」というインパクトある理解に導きたい。そうすれば実習が単なる知識伝達にならず、より生命のすごさを伝えることができるはずです。思考しながら理解するのと単なる知識を伝達されるのでは何が違うのでしょうか？

阪大実習参加高校生は感想文で気づいたことを「本当に楽しいと思うにはその本質に向き合うことが大切です」とまと

めています。そして、「その本質に触れるためには思考しながら理解する必要がある」ことに気づいたと言っています。つまり、丸暗記では生命の本質に向き合ったことにはならず、生命のすごさは伝わらないということでしょう。しかし、この事実・教育ノウハウを多くの高校生物教員は知らないまま授業を行っているのは周知の通りでありこれは当然のことでもあります。なぜなら、「なぜ生物の先生になったのですか」と問われればそれは「生命を淡々と語りたかったから」と答えるはずであり、「生徒に思考をエンジョイさせたいから教師になった」と答える生物教員はまずおられないのではないでしょうか。

だからこそ、この阪大実習では思考しながら理解することの意義をみなさんに伝えていきたいわけです。

平成２３年　８月実習　生徒感想文から

『　初めて心の底から生きていてよかったと思えました　「人間ってこんなに変われるんだっ」と声が出るくらいこの阪大実習の前後で私は変わりました　』

私にとってこの阪大実習はまさにジャイアントインパクトでした。「人間ってこんなに変われるんだっ」と声が出るくらいこの阪大実習の前後で私は変わりました。以前の私は勉強をすることが嫌で、やらなきゃと思えば思うほど、出来なくなって、成績も悪くなって機嫌も悪くなって、そんな自分が大嫌いで、夏休みに入ってからは一日の半分は部屋で泣いて過ごしていたような気がします。一体いつまでこんな状態が続くのだろうと思っていたところにきたのがこの阪大実習です。
「考える」ということがどういうことなのか、「学ぶ」ということがどういうことなのか初めて本当に理解出来た気がします。そしてそのおかげで、自分がなぜ好きだった筈の勉強を、たった一問解くのも耐えられなくなるほど嫌いになってしまったのかが分かりました。
この実習で思考するというのはどういうことなのか、教えていただいたからです。以前の私ならきっと一生気づくことはなかったでしょう。　　

本当にこの実習で多くのことを学ばせていただきました。それになにより初めて心の底から生きていてよかったと思えました。ありがとうございました。
『　この経験は一生の宝物　私はあまり感動することがないのにこんなに感動できる自分に驚きでした　勉強するのが楽しいと思えるなんて　』

私はあまり感動することがないのにこんなに感動できる自分に驚きでした。今までにこんなにうれしかったことがあったかと思うぐらいでした。きっと、この感動ががあるから研究はおもしろいのだろうなと感じました。
「人間は他人を喜ばして生きるエネルギーにする。」という言葉が妙に納得できました。やっぱり他人が喜んだり笑ったりしているのを見るとなんかいいなと思うし、生きるエネルギーを得て人生を楽しむには勉強をしなければと感じました。勉強していて楽しいなんて思ったことが無かったのに、そのことを感じさせてくれたこの実習は偉大だと思いました。本当にこの実習に参加できて良かったなと思います。もし参加しなければ考えて勉強するのを楽しいと思えることなんて無かったと思います。この経験は一生の宝物になります。
『　阪大実習の命はチューター　こんなに目が輝き、生きる力に溢れた大学生に私は今まで出会った事がありません　自然と勉強しようと思えるようになり、生きる力が湧いて来るのです　』

進路に悩み、勉強に限らず何事に対してもやる気を失っていた私にとってこの３日間はまさしく人生を変えるものでした。
　この実習は実験を行う上での知識や技術はもちろんですが、考える事の楽しさを学び、生きる力をもらい、純粋に生物が楽しくて毎日のように資料集を読んでいた日々を思い出させてくれました。
　そしてチューターの方々は私の憧れと目標になりました。こんなに目が輝き、生きる力に溢れた大学生に私は今まで出会った事がありません。私もこんな大学生になりたいとこれ程強く思ったのも初めてです。実験に対する姿勢、科学に対する思いなど見習うべき点が多くあり、ただただ尊敬するばかりでした。
　そんなチューターの方々を見ていると、自然と勉強しようと思えるようになり、生きる力が湧いて来るのです。
　これから先、つまづきそうになったらチューターさんの素敵な笑顔と「人を喜ばすことが生きる力になる」「生きていて良かった」という言葉を支えにしていきたいと思います。
　この３日間で名前の通り強烈にジャイアントインパクトを受け、これから生きていく上で大きな支えとなる貴重な時間を過ごす事が出来ました。
　私のように勉強する意味が分からなくなってしまった人、進路を決める事が重荷となってしまった人の為に、これからもずっとこの実習を続けて欲しいと思います。
平成２３年　１２月実習　生徒感想文から
『　「学ぶ」ことの本質や「考える」ことの大切さがわかったことで、参加前に悩んで迷っていたことが晴れ、自分の中で光が見えてきたように思います。勉強ができるというのは単なる前提であり、学んだことをどのように生かして応用し楽しめるか、という方がよっぽど大人になったときに大切だという結論にわたしは至りました。　』

『　私は、すごく重い衝撃を受けました。それと同時に、自分を変えなければ！という意欲もわいてきたのです。　』

『　予想と結果がちがうからこそおもしろいということです　』

『　答えが重要なのではなく、どうしてそうなるか考える方が意味がある　』

『　実習が始まる前からのテーマ「人間らしさを考える」　最終的に私も自分なりの答えを見つけました。人間は言葉をもっています。言葉は人を喜ばせることもできるし、傷つけることもできてしまうものです。だからこそ、人間は自分自身で、自分の存在価値を生み出すことも消すことも出来るのです。　』
『　私はこの実習を通して、ますます人の役に立つ仕事をしたいと思えました。本当に私は強くなれたと思います。あきらめない心、やりとげる力、自分なりに考える！これらは、これからの私の人生において一生大切にしていきたい。暗い暗いトンネルもいつかは希望にあふれた未来につながっている！私は今、胸をはって言うことができます。　』

『　私が謎を解けなかった理由は、それこそ「固定観念」に縛られていたからだった。ふっと心に余裕ができていたときに新鮮なアイデアが浮かんだ。それからどんどん矛盾が説明できるようになった。　』

『　学校の授業とこの実習の決定的な違い　一つ目にチューターさんや先生たちは考えを聞いてくれたり、新しい切り口を教えてくれたりはするが、考え方（答え）はまったく教えてくれない。二つ目は、「考える」時間が与えられるということだ。　』

『　知ることが楽しい、考えることが楽しいと考え始めたら、毎日の授業の中でもたくさんの楽しみを見つけることができるはずだ。受験生なんて楽しんだもん勝ちだもの。　』

『　「間違っているかもしれない。それでも私はこのような過程でこういう風に考えた。だから聞いてほしい。他の人と考えを触れ合わせたい―。」いつしか自分の意見に、自分自身に自信を持てるようになっていた　』
『　勉強することで得られるものは高成績では無く、問題を考える過程で、「積極的に学び、考えるということの意義を知る」こと　』

『　私たちにとって重要なことは悩みや苦しみを避けることではなくて、それらに直面したときにどう対処すべきか。そのためには自分の考えをしっかり持ち、自信を持つことが大切なのだ、と私はこの実習から教わりました。　』

『　「阪大実習は自分探しの始まり」　今回の実習を通して僕が得たもの　一生懸命することの大切さ　思考の楽しさ　自信　　自分とは何者なのか、どんな可能性をうちに秘めているのか、思考をエンジョイしていきながら、自分なりの解答をこれから見つけていきたいと思います。　』

『　私は考えることを楽しめるようになることで主体的に取り組めるようになるのではないかという仮説をたててみました。これからの人生をかけて実証してみようと思います。　』

『　未知の問題に立ち向かうことは危険なことです。なぜならその答えには無限の可能性があり、解決することができずに終わってしまうかもしれないからです。それでも、その問題に答えが存在する限り、考えることは決して無駄なことにはなりません。　』

『　いつの間にか思考が　つらいものから楽しいものに変わり　勝手に思考しわかればわかるほど疑問が増えていく　』
今まで『考える』という作業をあまりしてこなかった私の脳にはこの作業はつらいものだったらしく、一日目が終わって家に帰るとくたくたでした。疲れているはずなのに、その日疑問に思ったことや問いを遅くまで考えていました。考えている間は時間も気にならず自分だけの世界にいるようで、とても楽しかったです。
こんなに一日中何かについてかんがえたことはなかったのではないかとおもいました。実際、考えてみると面白いことで分かればわかるほど疑問が増えていって、その疑問について考えているとじつは前考えてた問題につながったりと問題発見の面白さやたいへんさについてまた考えさせられました。
実習に参加中はもちろんのこと、家に帰ってからもこんなに一つのことを集中して考えたのは初めてでしたが、睡眠のことより考えることが楽しくて、寝不足で眠たい目をこすりながら実習に行っていました。阪大実習の期間中は、今後本当に勉強のやる気が出るのか不安でしたが、阪大実習を終えて自分でもびっくりするくらい意志が強くなって、勉強に対する姿勢が変わったように思います。
『　今までは「答えが分からないと楽しくない」　阪大実習を終えた今では「答えが何かを考えることは楽しい」と思うようになりました　』

『　チューターとの思考のキャッチボールから得たもの　自分で考えることがどれだけ楽しくて素晴らしいことかということ　自分のために勉強していること　私は本当に人生が変わりました　』

『　実験結果を予想して、予想と違ったのはなぜかを考える。このことこそ、実験の醍醐味なのだと感じました。　実験結果を予想するためには、何の目的で行っている実験なのか、手順一つひとつの意味を理解し、自分の知識や情報を活用しなければなりません。　』

『　時間をかけてじっくりと考えられる環境　私の近くに模範解答はない上に「そういうものだ。」と片付けることもできない環境なので、普段逃げていた考えることに真っ向からぶつかっていけました。　考えて、考えて、考えて正しい答えにたどりついた時言葉にはできない達成感がありました。この時理解したことは不思議と覚えようとしなくても頭の中にすーっとはいっていきました。もう忘れることはないでしょう。これが「本当に理解するということなんだ！」と勉強に対する考え方に変化が起きました。　』

『　今自分は自分が将来考えることを楽しむために勉強しているのだ　』

『　学校の先生になりたいのですが、今回の実習で、生物を教えたい！と思いました。そして自分の生徒にこの実習を受けさせたい！と思いました　』

『　問題解決の方法　最終的に、何も常識を知らない子供になって仮説を沢山立てていく作戦で立ち向かうことにしました　今持っている常識を捨てて、仮説をたて、それをみんなが納得してもらえるように証明することによって、難しい問題も解決出来ることがわかりました。　』

『　初日から、ものすごい勢いで思考の繰り返しが行われていきましたが、その中でも、情報の活用の仕方を自分が分かってきたときには、とてつもない衝撃でした　』

過去の実習　生徒感想文から

①私の心に一番残った言葉は“人間は人を喜ばせなければ生きていけない”というものです。人間は人の笑顔からエネルギーを得てそれを原動力とする生き物なんだとわかりました。私も将来誰かを喜ばせてあげられるように、そして他人の喜びが自分の原動力なんだと胸を張って言えるように、人間らしく、日々努力していきたいです。将来には不安がいっぱいだけど、希望とかやる気とかいうものは他人から与えられるものじゃなくて、自分の内側から生み出すもの。でもその原料には人と人のつながりが必要なんだ、と思えるようになったことが大きな収穫だと思います。

②チューターの方々の影響は非常に大きく、三日目の最後のチューターの方々と吉本先生のひとつひとつの言葉を聞きもらさないよう、感動して涙をこらえながら聞いていました。そのとき、もしこの実習に参加してなかったらこの感動、ジャイアントインパクトをえることができなかったから、心のそこから、この実習に参加してよかったと思いました。そしていままでただ単に大学生になりたいと思ってたその気持ちがこの実習のすばらしいチューターの方々のような大学生になりたいと強く思いました。
③チューターさん達はケチなのです。物事の答えは必ずだと言って良いほど教えてくれません。僕が質問すると「何故だと思う？」とチューターさんは僕の質問を質問で返すのです。が！そのチューターさんに返された質問の答えを出せた時の快感は何よりも大きいのです。その度に僕はチューターさんに感謝をしました。なにをもらった時よりも嬉しかったのです。答えすらくれない事がなにをもらった時よりも嬉しいとはなんとも不思議なものだと思いました。

そんな事でチューターさんに感謝感謝の連続だったのですが、それ以上にチューターさん感謝すべきことがありました。実験の用意、後かたづけ、僕たちの実験の為の実験、その他にもたくさんのことをチューターさん達はやってくれました。そして何事もないかのようにただひたむきに僕たちに物事を示唆し、僕たちの答えを導いてくれました。僕は実習で科学だけでなく、形のない理屈のない愛と優しさに触れることができたのです。そして触れるだけではなく学んだのです。そして学んだだけでなく感動したのです。

④脳が磨かれ、心が磨かれ、人生が磨かれる。この3つの研磨の素地をこの実習によって授けられたことは一生の財
産になると確信している。
⑤自分のちっぽけさを知って、まだまだ未熟だ伸びしろがあるんだと、かえってやる気がでました。」
⑥今回行った情報活用から問題発見・解決へと至るルートは、研究だけでなく実社会においても必要なものであり、その問題を解決するための知識や情報を得るために私たちは今学んでいるのかもしれない。
⑦勉強に対して受け身になっていた私に、小学生の頃に感じていた「解る楽しさ」も思い出させてくれました。

⑧「思考のエンジョイ」は、「何故？」という難問に向き合い、自分の力で答えに辿り着く、そのようなプロセスによ
って得られる「嬉しさ」のようなものである。その「嬉しさ」のため、イシューに取り組むことができる。

１）「けれど、三日間受けきった今なら分かります。この講義で教わった、「解らない事を疑問点として置き換える力」は、きっとこの世で生きていく事を、今までとは比べ物にならないほどに色鮮やかに魅せてくれる力なのだと！」

「この度の実習で、私は、自分がこういう実験等に喜びを得る人間なのだと云う事を知ることが出来ました。」

２）「この「思考のキャッチボール」という行為は私にとってとても刺激的だった。

自分の意見を口に出すことで頭の中が整理されてすっきりしたこともある。そういうことを経験していく中で、私は今までの私に足りないものを痛感した。それは物事を捉える多方向からの目だ。」
「「なんで？」の連続から、日常に見落としがちなことに不思議・変なことが隠れていることもわかったし、そういう時に使う考え方のコツは目線を固定しないことであることも実感した。」

３）「私が発言した“なぜ”の理由が合っていた時の嬉しさは私に大きな自信をつけてくれました。今、以前の私のように自分の居場所をこの世に見出せない子が日本の中には沢山いると思います。だからこそ、もっとこのような実習に日本の高校生が参加できれば、もっと日本の力は発展していき、日本の未来は明るくなるのではないでしょうか。」

４）「結論からいうと，自分が変わりました。自信もつきました。分かるということが一体どういうことなのかということも分かりました。まとめると，人生が変わったと思います。実習を重ねるうちに，実験や知ることが楽しくなり，予想を立て実験を行い，結果が出たときに予想とは全く違うものが出てきて，そうなった仮説を立て，また実験…の繰り返しでした。その中に「ジャイアントインパクト」がありました。」
「この実習では感動がありました。衝撃がありました。勉強する意味がわかりました。自分を知ることができました。他にも色々とありますが，人生が変わりました。これを活かして，いろんなことに挑戦していきたいです。この実習は生きる力を与えてくれました。」

大阪大学分子生物学実習　科学的キャリア教育「ジャイアントインパクト」

についてご説明致します。

私は大阪教育大学附属高校平野校舎で２２年間教員をし、退職後は、１９年前から実施しておりました阪大実習をさらに進化・拡大させまして 学びを生きる力に変える「科学的キャリア教育」を実践しております。

　微力ながら、私が今人生を賭けております高大連携「科学的キャリア教育」を日本全国に普及させて元気を失っている多くの日本人に元気や生きる力を与えたいという野望をもって頑張っていますので今後ともよろしくお願いします。

今は阪大の施設を使用し大学生・院生などを教育・活用して、高校生や教員対象に３日連続の分子生物学実習ジャイアントインパクト（年２回）と１日完結のタンパク質科学実習（年３回）を実施しております。この分子生物学実習は平成８年からはじめました日本最古の高大連携教育です。実習要項・実習理念・高校生感想文から得た教育者の学びなどご参照ください。また、タンパク質科学実習は１日完結のミニ阪大実習ではありますが、これまたそれなりにおもしろい実習です。ともに阪大理学部本館ｂ２３６で実施しておりますので、もしよければご参観ください。　

高大連携教育 origin 　阪大分子生物学実習「ｼﾞｬｲｱﾝﾄｲﾝﾊﾟｸﾄ」 

学びを生きる力に変える　科学的キャリア教育 

～科学や思考をエンジョイし、若者に感動と生きる力を与える生命科学教育～
阪大ＨＰサイト　　http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/kojitsu/DNA/index.html
文科省平成23年度版の科学技術白書ｐ７２ｐ７３に阪大実習「ジャイアントインパクト」が紹介されました。

ネット上にも出ていましたご参考まで

http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa201101/1302926.htm

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/other/__icsFiles/afieldfile/2011/07/12/1308357_007.pdf
ＪＳＴ Ｎews  2007年１月号 「若者に大きな感動と衝撃を」（大阪大学大学院理学研究科招へい研究員・吉本和夫）

https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/backnumber/2006/2007-01/page01.html（表紙）

https://www.jst.go.jp/pr/jst-news/backnumber/2006/2007-01/page15.html（本文）
※　ご参考までに

阪大実習を取材し番組化された

文科省ＪＳＴサイエンスチャンネルの番組が以下のサイトからご覧になれます。（全２９分）

「～サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト～感動と生きる力を与える分子生物学実習」には

　　以下のアドレスで直接入れますのでご活用下さい。

http://sc-smn.jst.go.jp/J064501/detail/J064501003.html
http://www.jst.go.jp/cpse/spp/about/movie.html  （SPP取組紹介動画平成18年
また、最近の阪大実習紹介動画ビデオ・実習写真は　大阪教育大学附属高校平野校舎の以下のサイトから

　附高平野参加の阪大実習（分子生物学実習ジャイアントインパクトやタンパク質科学ホタライト実習）がご覧になれます。

大阪教育大学附属高等学校平野校舎のＨＰサイト

http://www.hirano-h.oku.ed.jp/univ-handai2009-2010bunshiseibutsu.html
http://www.hirano-h.oku.ed.jp/univ-handai2009-2010tanpaku.html
大阪女学院高校ＨＰのサイト

http://www.osaka-jogakuin.ed.jp/senior/science_course/science_osakadaigaku.html
http://www.osaka-jogakuin.ed.jp/senior/science_course/science_osakadaigaku_hotalight.html
また、ホタライト実習の様子は以下のＨＰのサイトにも掲載されています。
阪大ＨＰサイト
http://www.bio.sci.osaka-u.ac.jp/kojitsu/firefly/index.html
※１１月実習が　日本学術振興会　ひらめき☆ときめき　サイエンス　

よく工夫されたプログラムの事例紹介　に選ばれました。

以下のＨＰからご覧になれます。

http://www.jsps.go.jp/hirameki/09_kufuu_h24.html
・大阪教育大学附属高等学校池田校舎ＨＰのサイト 
http://www.ikeda-h.oku.ed.jp/ 　→教育研究活動→教科教育・理科のサイトから 

　ＳＰＰの企画紹介サイト 　 http://www.jst.go.jp/cpse/spp/kikan/highschool/hg130090.html
・京都府立南陽高校ＨＰのサイト 

 http://www1.kyoto-be.ne.jp/nannyou-hs/k_naiyo/251020sp.html 

・大阪府立和泉高校ＨＰのサイト 

 http://www.osaka-c.ed.jp/izumi/handai_spp_houkoku.pdf 

・京都府立莵道高校ＨＰのサイト 

 http://www1.kyoto-be.ne.jp/todou-hs/kyouiku/spp/page000104.html 

・山城未来っ子サイエンスラリー実験講座
http://www.kyoto-be.ne.jp/todou-hs/kyouiku/spp/page000111.html
・大阪府立豊中高校ＨＰブログのサイト 

 https://www.osaka-c.ed.jp/blog/toyonaka/toyo1/2013/11/21-037999.php 

 https://www.osaka-c.ed.jp/blog/toyonaka/toyo1/2012/10/07-018681.php 

・大阪府立園芸高校ＨＰのサイト 

 http://www.osaka-c.ed.jp/engei/sshkatudou/sshhoukoku2012/sshhandai%20jissyu/sshhandai%20jissyu.html
　科学的キャリア教育という言葉は私とＪＳＴとのキャリア教育先行調査研究の中で私の作った造語です。以下に定義しておきます。

＜ご参考＞科学的キャリア教育とは？　　　

　科学的キャリア教育とは、実社会を知り自己を知りその適性を考え、今何にために勉強しているのかを再検討する機会を与える教育です。そして、科学や思考をエンジョイすることによって多くの学びと大きな感動を与え、この学びを生きる力に変え高校生に元気を与えるものです。ご参考までに、私が阪大で実施しております科学的キャリア教育ついてご説明しますが、科学的思考過程（情報活用）の実践的トレーニングを通じて、現実の科学の世界に少しでも迫り、高校と大学の格差を知り、自己の適性を考えるためのもので、「今何のために勉強しているのか」をあらためて考えさせることで「学びを生きる力に変える」教育システムです。また、科学者は単に知識を与えるのではなく、今の研究生活すべてを含めて「人間としての生きざま」を高校生に見せつけることがこの科学的キャリア教育の基本で、高校生にとっての憧れとなり、高校生に「生きる力」を与えることになります。

手前味噌恐縮ですが、この阪大実習を簡単にご紹介致します。

　この阪大実習は、単に科学技術を体験することのみを目的とせず、遺伝子組み換えなどの分子生物学実験やこれらの実験に関する小問を通じて、結論を急ぐことなく科学や思考をエンジョイしながら、生命や科学の本質に迫ろうというものでして、３日間延べ２４時間以上実験思考を繰り返し、実験結果をもとに科学的思考過程（情報活用）の実践的トレーニングを行います。

　科学の楽しさのみならず、「多くの学びと大きな感動」を与え、それを一気に「生きる力」に変えようという信じがたい実習でもあります。現在、日本人からますます元気や生きる力が失われております。しかし、この３日間の実習で元気や生きる力を取り戻すことも可能です。３年間の高校生活よりもこの３日間の方が重いと言った生徒もおります。（生徒感想文ご参照）高校生やチューター（指導する学生）には最後に号泣する者もいます。

　３日間で生徒達が「私の人生変わったと思います」「何のために勉強しているのかがわかった！」などと言っておりますが、そんな馬鹿なことはあり得ないと思われた多くの先生方や文科省の方々も参観されて納得して帰られました。

　本実習のサブタイトルに「ジャイアントインパクト」がついておりますが、なぜこのようなタイトルがついているのか、３日間参加した方々には納得ということです。　　　

　それと、この実習は単なる科学教育ではなく、「科学的キャリア教育」です。この点において他の実習とは完全に性格を異にしています。では、「科学的キャリア教育」とは何か？　これは、高校生への従来の進路指導とは異なり、選択するのは大学ではなく「人生」、学ぶ対象は「実社会」、求めるものは大学合格ではなく「生きる力（意欲）」、重視するのは偏差値ではなく「適性・将来性」、そして学ぶ意義は、受験ではなく「生きるため」ということで、今の日本に生じているいろいろな難問題とリンクした重要な教育だということです。

　今何故文科省が「キャリア教育」重視を訴えているのかわかってきたのですが、日本人からますます元気や生きる力、さらに、労働意欲が失われているからだと思われます。日本人はそれなりに多くのことを学んでおります。しかし、この学びが生きる力につながっていないのではないでしょうか。学びをいかに「生きる力」に変えることができるのか、この答えを与えるのがキャリア教育であることがわかってまいりました。

　お忙しい所長話失礼しました。手前味噌ばかりで申し訳ありません。

最後に

生徒感想文からわかった

なぜ　本実習において「学びを生きる力に変える」ことができるのか？

※高校生感想文原文は『　　　　』
これらの感想文には、現在の日本人に問われている大事なもの、失いつつあるもの、「人間らしさ」「日本人らしさ」など・・・について述べられております。もちろんこれらは日本のめざすべき教育のあり方への大きな示唆であることは言うまでもありません。私たちはこれらの感想文を阪大実習関係者のみが見た幻としてこのまま消滅させていいのでしょうか？
私は何とかしてこれからの日本に役立てるべきだと考えておりますが、みなさんはいかがお考えでしょうか？しかし、そのためにどうすればいいのか？どのように活用すればいいのか？・・・・ご助言いただければ助かります。（吉本）

この阪大実習のミステリーはたくさんあります
「なぜ、思考が苦痛から楽しみに変わったのか？」「思考が苦痛から楽しみに変わったらどうなったのか？」

「なぜ、彼らは苦難から逃げずに学び続けたのか？思考と闘ったのか？」
「なぜ、科学や思考をエンジョイすることができたのか？」

「なぜ、学びを生きる力に変えることができるのか？」「なぜ、元気を得たのか？」

「たった３日間でなぜ、本人も信じられないほどの成長や達成感があるのか？」

「なぜ、勉強に対する視点までも変えさせたのか？」「なぜ、勉強したくなったのか？」「なぜ、研究したくなったのか？」

「なぜ、社会貢献したくなったのか？」「なぜ、人を喜ばせたくなったのか？」

「なぜ、自分を見つめることになったのか？そして、自分を変えることになったのか？」「なぜ、涙を流したのか？」

・・・そして「なぜ、こんなすごい感想文を書いてくれるのか？」

＜解説：何故本実習において「学びを生きる力に変える」ことができるのか？＞

本実習の目標は多岐にわたるが、その重点は、サイエンスや思考をエンジョイすることを通じて、多くの学びや大きな感動を与えることで、若者達を元気にしその学びを「意欲や生きる力」に変えることにあるが、感想文や事後指導アンケートにしっかりその成果が記されている。しかし、あらためて考えてみて、何故本実習において「学びを生きる力に変える」ことができるのであろうか？

今回の感想文には、本実習で「学びを生きる力に変える」ことができるのはなぜか？どのようにしたら「学びを生きる力に変える」ことができるのかという秘訣が明確に述べられている。その秘訣とはズバリ言って「思考をエンジョイできる」かどうかにかかっているということである。

では、高校生に「思考をエンジョイさせる」にはどのようにすればよいのか。そこにあるのが何と言っても阪大実習のいのちであるチューター達のすごい情熱と卓越した教育ノウハウであることが、これらの感想文に明確に示されていた。

つまり、　チューターとの思考のキャッチボール→思考にはまり勝手に思考を繰り返す→思考すればするほど新たな疑問を発見する→大事なことは答えではなく思考過程であることに気づく→思考を楽しむために新たな学びが生じ→何のために学んでいるのかに気づく→思考を楽しみ人生を楽しむために学んでいる→逆に勉強嫌いは思考を楽しむことができないし、人生を楽しめない→『知識は持っているだけでは意味がなく、考える材料として使われる時にこそ存在価値があるのだと思います。』    ということであった。

また、何故日本人が思考嫌う傾向にあるのかについても感想文の中に明確に示されている。「未知の問題に立ち向かうことは危険なことです。なぜならその答えには無限の可能性があり、解決することができずに終わってしまうかもしれないからです。」　　

しかし、『チューターさんに「なんでやろ？」と聞くと「なんでやろなぁ～」と言われ、ますます自分で考えたくなりました。』『嫌な顔一つせず、何度も分かるまで説明してくださる様子が私の諦めかけていた心を動かしていきました。自然に自分で考える環境を作ってくれたチューターさんのお陰で、途中から自分で、自分なりの考え方で、自分で答えを出すことの楽しさをわかることが出来ました。』というように、チューターとの思考のキャッチボールの繰り返しが『いつの間にか思考がつらいものから楽しいものに変わり勝手に思考しわかればわかるほど疑問が増えていく』『今までは「答えが分からないと楽しくない」と思っていたが、阪大実習を終えた今では「答えが何かを考えることは楽しい」と思うようになりました』『答えが重要なのではなく、どうしてそうなるか考える方が意味がある』『今自分は自分が将来考えることを楽しむために勉強しているのだ』と主体的無意識的思考へと変えていく。　

思考がつらいものから楽しいものに変わった時　『「学ぶ」ことの本質や「考える」ことの大切さがわかったことで、参加前に悩んで迷っていたことが晴れ、自分の中で光が見えてきたように思います。勉強ができるというのは単なる前提であり、学んだことをどのように生かして応用し楽しめるか、という方がよっぽど大人になったときに大切だという結論にわたしは至りました。』というように学びが生きる力に変わることになる。
『思考が苦痛から楽しみに換わったおかげで、時間があっという間に過ぎてしまった。それと引き換えに、他の何物にも代えられないもの－大きな感動と生きる力－を手に入れた』

チューターの口癖「どうだろうね…なんでかな？」の繰り返しに対し、「この謎を明らかにしてチューターさんを驚かせたい」と思い、色々と調べたり友達と議論したりと悪戦苦闘しながらも「実習に参加中はもちろんのこと、家に帰ってからもこんなに一つのことを集中して考えたのは初めてでしたが、睡眠のことより考えることが楽しくて、寝不足で眠たい目をこすりながら」実習に臨んでいた。そして「考えたといっても筋が通っていなくてめちゃくちゃな考えだったりしたのですが、チューターさんは「そういう考え方はすごくいいね。じゃあこれはどう考えたの？・・・」という感じで答えにたどり着くまで一緒にかんがえてくださいました。」「その日から自分で考えることがどれだけ楽しくて素晴らしいことかということに気づけました。」というように、チューターの口癖「どうだろうね…なんでかな？」の意味が「私達に自力で考えて分かって喜びを感じてほしいからだったんだ」と気づくことになる。
しかし、チューターの思考へのこだわりはこれで終わらない。「ものすごい勢いで思考の繰り返しが行われていきましたが、その中でも、情報の活用の仕方を自分が分かってきたときには、とてつもない衝撃でした。ひとつ問題を解いたと思ったら、チューターさんが、さらにその先の答え、もしくは、その問題の前提条件について聞いてきました。」

『すごくつらかったです。でもわかったとき、自分でもなんでかわからないけどすっごく感動して、チューターさんに「今の感覚大事にしてね」と優しく言ってもらったとき、急に泣きそうになりました。というかちょっと泣きました。今思うと何がそんなに嬉しかったのかと思いますが、あの時は本当に感動しました。でも参加できて本当によかったです。その大きな理由は、チューターの皆さんにであえたことです。』
このようにこの阪大実習は日本一のチューター達の存在なしには成立しないことがおわかりいただけると思います。

私もこのような素晴らしいチューター達にあえたことに感謝します。

『チューターの方々は私の憧れと目標になりました。こんなに目が輝き、生きる力に溢れた大学生に私は今まで出会った事がありません。私もこんな大学生になりたいとこれ程強く思ったのも初めてです。実験に対する姿勢、科学に対する思いなど見習うべき点が多くあり、ただただ尊敬するばかりでした。そんなチューターの方々を見ていると、自然と勉強しようと思えるようになり、生きる力が湧いて来るのです。』
『初めて心の底から生きていてよかったと思えました　「人間ってこんなに変われるんだっ」と声が出るくらいこの阪大実習の前後で私は変わりました』
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